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北野小学校合言葉 『きらめく たのしく のびゆく 北野小』

自 由 と は ・・
校長 北島 信

８月18日より、２学期がスタートしました。26日間の夏休みでしたが、子ども達は、事故なく元気に登校

してきていました。保護者や地域の皆様のご協力のおかげと感謝申し上げます。９月に入りますが、まだまだ

暑い日が続きます。夏バテを残さないように過ごしてほしいところです。

自由とは

今回は少し堅い話になりますが、お付き合いください。子どもたちはよく『自由』という言葉を使います。

『そんなことはぼくの自由だ！』とか、『残った時間は自由にしてもいいですか？』というような感じです。き

っとご家庭でも同じようなことを言うのではないでしょうか。

でも、子どもたちは多くの場合 、『自由』という言葉の意味を間違って使っています。『自由』という言葉は、

『自（みずか）らに由（よ）る。』という意味です。簡単に言うと、『私は自分の考えや思いに従って行動しま

す。万が一何か不都合があったり、人に迷惑をかけたりした時は、自分で責任を取ります。』とでも言えばいい

でしょうか。つまり、人に迷惑をかけたり、結果に対して責任が取れないような状況においては、『自由』とい

うことは基本的に許されないのです。

自由とは、決して『何でも思い通りに好き勝手にやってもいい。』ということではないのです。このあたりを、

子どもたちは間違えていることや知らないことが多いようです。いや、ひょっとしたら大人ですら分かってな

い人が多いのかもしれません。

『自由』という言葉は、いつでも『義務』と『責任』というような言葉とセットで使うべきものです。その

ことを、私たち大人がきちんと自覚するとともに、年齢に応じて子どもに分かるように教えてやらなければな

りません。社会〔学校も社会の一つです〕には、それぞれ個人の権利を保障するためにちゃんとルールやマナ

ーがあります。『ルール』とは、みんなが守らなければならないきまり、『マナー』とは、みんなが守ったほう

が気持ちいいこと・人として大切なこと、ということです。

自由の国アメリカとよく言われますが、訴訟大国アメリカとも言われます。『自由』が保障される以上に守ら

なけらばならない『義務』だとか『責任』がたくさんあるそうです。

北野小学校では、２学期始業式にがんばってほしいこととして『ルール(きまり)を守ろう』ということを、

全校児童に話しました。先生方にも全職員が学年や学級の枠を超え、全児童に対して同じ指導をし、みんなが

気持ちよく過ごせる北野小学校をつくっていこうということをお願いしています。そんな学校をつくっていく

ためには、地域の皆さん方や保護者の皆さん方のお力添えが大切になってきます。

特にご家庭においては、お子さんと相談して、『必ず守るルール』を一つでもいいから作って、お子さんに守

らせるようにしてみてはどうでしょうか。できれば子どもだけでなく大人にもあった方が、身をもって示すこ

とができます。『ルールやマナーには意味があること』、そして『ルールやマナーを守ることが、みんなが楽し

く過ごすための第一歩であること』を、ご家庭でもぜひお子さんとお話ください。お願いいたします。



２学期が始まりました。コロナがなかなか収束されませんが、休み時間に元気にグランドで遊ぶ子

どもたちが多く、学校は活気にあふれています。

そのような中、始業式で、校長から全校児童に向けて「ルールを守る」ことを話されました。２学期は

８６日ありますが、学習や生活でのルールをしっかり守り、子どもたちにとって、実りのある学期にし

ていきたいと思います。２学期も保護者の皆様のご支援、ご協力よろしくお願いします。

７月５日にマチコミにてお知らせしたとおり、鷹栖町では、標記のようにＳＤＧsの取組を進めてお

り、その一環として環境に配慮した紙の削減について進めています。鷹栖町では、全ての保護者の皆様

がスマホでの閲覧が可能とのことから北野小でも２学期から学校だよりはマチコミにて配信すること

としましたのでご理解願います。

８月２６日に、水質調査をとおして川の汚染の実態や原因をとらえること、サケが帰ってくるため

に河川保護の必要性や実践的な行動について考えることを目的とし、５・６年生がオサラッペ川の水

質調査に行きました。この調査は今年で２８年目となる北野小の伝統的な行事です。当日は、福田水門

センター職員の方々の協力をいただき進めました。子どもたちは、川に入って、川に関する様々な調査

を行ったり、水生生物を捕まえたりしていました。その中で上流と下流での川の流れや生き物の違い

を実感していました。この調査をとおして自分の住んでいる北野の川をこれからも大事にしていく気

持ちが育まればと思います。
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